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１．トピックマップコミュニティでのトピック

・AToMS (Asian Topic Maps Summit) 2007 京都、日本、12月12日

Steve Pepper の講演タイトル

“As We Really May Think -- Memex, Topic Maps and subject-centric computing”

・Topic Maps 2008  オスロ、ノルウェー、4月2-4日のテーマ

“Towards the Vision of Subject-Centric Computing”

・Balisage: The Markup Conference 2008 カナダ、モントリオール、8月12-15日

Peter Brown,  “Linked Topic Maps”

・TMRA (Topic Maps Research and Applications) 2008  ライプチヒ、ドイツ、10月15-17日
のテーマ “Subject-centric Computing”

・Topic Maps 2009  オスロ、ノルウェー、3月18-19日のテーマ “Culture for Sharing” 

・TMRA 2009  ライプチヒ、ドイツ、11月11-13日のテーマ “Linked Topic Maps”

・TMJP (Topic Maps Japan) 2010  東京、日本、1月22日のテーマ

“Identified Subjects Networking”

・Topic Maps 2010  オスロ、ノルウェー、4月14-15日のテーマ “Linked Topic Maps”

・TMRA 2010  ライプチヒ、ドイツ、??月??日のテーマ “????”



3

トピックマップコミュニティでのトピック

・主題中心

・主題に識別子を付与して公開：

PSI (Published Subject Identifier)

・PSI、すなわち、識別された主題に基づいて

トピックマップ間および

トピックマップアプリケーション間で連携

↓

PSI が鍵
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２．適用事例としてのTM Webサービス

- Subject-centric computing, Linked Topic Maps の実現例

- トピックマップアプリケーション間で、フラグメントを交換
詳しくは、The get-illustration web service (http://www.garshol.priv.no/blog/183.html) 参照
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The get-illustration web service

PSI Server

トピックマップ適用事例

トピックマップ

(tmcase1)

Lars Murius’s

Photo トピックマップ

(tmphoto)

Request

Return

人について

同じPSIを使用

tmphoto の写真を

Tmcase1 で表示
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３．TM Webサービスの構成要素

(1) PSI および PSI Server

(2) トピックマップフラグメント共有、交換プロトコル

(3) トピックマップWeb アプリケーション
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３．１ PSI および PSI Server 

・ 主題を同定/識別するための識別子 (Subject Identifier)

・ 各主題にユニークな IRI (Internationalized Resource 

Identifier) を割当て

・ 公開されたものを (Published Subject Identifier) と呼ぶ

・ 主題が何か、人が理解できるように記述した情報リソースを、
PSD (Published Subject Descriptor) とよぶ

<topic id="motomu">
<instanceOf>
<topicRef xlink:href="#person"></topicRef>

</instanceOf>
<subjectIdentity>
<subjectIndicatorRef xlink:href=“http://psi.ontopedia.net/Motomu_Naito”>
</subjectIndicatorRef>

</subjectIdentity>
<baseName> <baseNameString>内藤 求</baseNameString> </baseName>

</topic>

XTM 構文での記述例 ：
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ONTOPEDIA社のPSI Server

- ONTOPEDIA 社によって運営、管理 (http://psi.ontopedia.net/)

- PSI (Published Subject Identifier) の公開、登録、管理、検索
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NetworkedPlanet社の Subj3ct

- NetworkedPlanet 社によって運営、管理 (https://subj3ct.com/)

- PSI (Published Subject Identifier) の登録、交換所サービス
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３．２ トピックマップフラグメント共有、
交換プロトコル

(1) TMRAP (Topic Maps Remote Access Protocol) 

・ Ontopia (トピックマップ開発・運用統合ツール)に含まれている
プロトコル
・TMRAP は、Web サービスインタフェース

( http://www.ontopia.net/topicmaps/tmrap.html 参照)

・リモートにあるトピックマップサーバから、トピックマップ
フラグメントの検索、更新が可能
・現時点で、HTTP と SOAP のプロトコルが利用可能
・以下のメソッドを持つ

- get-topic

- get-topic-page

- get-tolog

- add-fragment

- delete-topic
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３．２ トピックマップフラグメント共有、
交換プロトコル

(2) SDShare (Protocol for the Syndications of Semantic Description) 

・ ISO/IEC SC34 WG3 の NP (New Work Item Proposal)

・2010.1.21 (2010.1.19日付け)に、NP の投票用のテキストが回覧
・2010.4.20日が投票期限
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- Lars Marius’s photo トピックマップ(tmphoto)

- トピックマップ適用事例トピックマップ (tmcase1) 

- Topic Maps tools (tmtools)

http://www.garshol.priv.no/tmtools/

- Everyday Physics on Web (EPW)

http://tm.u-gakugei.ac.jp:8080/epw/

- Larsblog engine (larsblog)

http://www.garshol.priv.no/blog/

３．３ トピックマップWeb アプリケーション
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Lars Marius’s photo トピックマップ

Lars Marius Garshol 氏のデジィタル写真のトピックマップ

・ 対象：14,168 枚のディジタル写真 (2010.1.19日現在)

・ 人、イベント、場所、カテゴリの視点からナビゲート可能
・ フィルタリング機能
・ 投票機能、ベストフォト の表示
・ 文字列検索
・ アクセスコントロール (一般公開、プライベート)

・ The get-illustration web サービスの提供および利用
・ URL: http://www.garshol.priv.no/tmphoto/

トピックマップWeb アプリケーション
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Lars Marius’s photos トピックマップ

ホームページとオントロジ
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人、カテゴリからのナビゲート

Lars Marius’s photos トピックマップ



16

Lars Marius’s photo トピックマップ

場所の視点からナビゲート (Google map へのマッピング)
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トピックマップ適用事例トピックマップ

トピックマップ適用事例についてのトピックマップ

・ 対象：67 のプレゼンテーション (2010.1.22日現在)

・ プレゼンテーションドキュメントへのナビゲートが可能
・ 人、イベント、プレゼンテーション、国、組織、活動、目的、
領域、ユーザ等の視点からナビゲート可能

・ 日本標準産業分類とマージ
・ Lars Marius Garshol氏の写真トピックマップと連携
・ 文字列検索機能
・ Graphic 表示機能
・ tolog 問合せ機能
・ The get-illustration web サービスの利用
・ URL: http://www.garshol.priv.no/tmcase1/
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トピックマップ適用事例トピックマップ

ホームページとオントロジ
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トピックマップ適用事例トピックマップ

人の視点からナビゲート
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トピックマップ適用事例トピックマップ

プレゼンテーションの視点からナビゲート
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４．既存の体系化された主題群の利用

・優れたPSIを獲得するために、

既存の体系化された主題群を利用

・体系化された主題群の例

- NDLSH

- BSH

- LCSH

-地名辞書

・上記のものをトピックマップ化し、各主題をPSIとして

活用
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４．１ NDLSH への応用

・ NDLSH (National Diet Library Subject Headings：

国立国会図書館件名標目表) のトピックマップ化

・ NDLSH2008年度版を借用

-件名標目：17,953 見出し語：47,816 (47,377)

- BT-NT関係：13,220 RT関係： 9,738

- BT-NT関係、RT関係を関連として表現

- USE-UF関係、SA関係は、出現として表現

- “よみ” も今回のバージョンでは、出現として表現

・ NDLC, NDC, LCSH 等とのマージも容易

(もし、それぞれの主題が URI (IRI) を持っていれば)

・ 書誌データや情報オブジェクトへのリンクも容易

(もし情報オブジェクトや指示子がURIを持っていれば)
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NDLSHへの応用
・ 結果 (アプリケーション例)
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４．２ BSH への応用

・ BSH (Basic Subject Headings：日本図書館協会の

件名標目表) のトピックマップ化

・ BSH4を研究目的で購入

-件名標目：7,847 (8,036) 、参照語：2,873 (2,892)

-説明つき参照：93 、細目：169

- BT-NT関係：8,454、RT関係： 213

USE-UF関係：3,065、TT関係：10,064

- BT-NT関係、RT関係、USE-UF関係を関連として表現

- “ヨミ” は今回のバージョンでは、出現として表現

・ NDLC, NDC, LCSH 等とのマージも容易

・ 書誌データや情報オブジェクトへのリンクも容易
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BSHへの応用
・ 結果 (アプリケーション例)
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４．３ LCSH への応用

・ LCSH (Library of Congress Subject Headings：The 
Library of Congressの件名標目表) のトピックマップ化

・ ダウンロード可能

http://id.loc.gov/authorities/

・ SKOS (RDF形式) を Omnigator の

RDF to Topic Maps 機能でトピックマップに変換

-件名標目：371,485

- BT-NT関係：???、RT関係：???

USE-UF関係：???

- BT-NT関係、RT関係、USE-UF関係を関連として表現

・ NDLSHにLCSHへの参照あり
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NDLSH, BSH 等の活用方法の例

PSI として、他の情報の体系化、統制、リンク、マージ

(地域研究統合情報センターでの取り組み)

・内部で所有する情報、外部の情報の体系化

NDLSH または BSHの構造に基づいて、情報を体系化

・自分の体系とのマージ

・LCSHとのマージ

NDLSH または BSHの主題を LCSH上の主題に位置づけ
多言語間のマッピングの可能性
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例: Wikipediaへのリンク
NDLSH、BSHの構造に基づいて、Wikipediaを体系化

Wikipediaへのリンク数 (NDLSH: 12051, BSH: 6086)

Wikipediaの各ページ

NDLSH or BSH
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LCSHとのマージ (今後の課題)

NDLSH または BSH をLCSH体系上に位置づけ

Wikipediaの各ページ

NDLSH or BSH

LCSH

統合

統合
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識別された主題のネットワーク
( Identified Subjects Networking )の提案

・ tmcase1 と tmphoto のような連携を大規模に展開
・ 既存の知識体系 (NDLSHやBSHなど) を PSI として有効活用
・ 構成要素および実現方法

- PSI Server より、各種 PSIを公開して共有する
- トピックには、PSI Server で管理されている PSIを付与する
-階層化、領域化されていない情報空間の中に、
特化、専門化したWebアプリケーション群を作成する

- Web アプリケーション群は、PSI に基づき主題を識別し、
リモートアクセスプロトコルを使用して必要な情報を交換する

・ 期待される効果
-正確な主題識別 (Identify) が可能になる

Synonym, Homonym, Polysemy 問題の解決
- Identify された情報/知識を利用可能
-階層化、領域化によるWeb 利用の効率化



Identified Subjects Networking

特化、専門化された半クローズドなWeb アプリケーション

識別された主題に基づいて緩やかに連携
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ありがとう

ございました。

Takk!


